
「去華就実」

就実大学・短期大学

（就実大学・就実短期大学附属幼稚園・保育所）

就実高等学校・中学校

就実こども園

建学精神

小学校

勤　　　勉 　・  　優　      雅　  ・  　英　      知

かしこい子・やさしい子・たくましい子・誠実に生きる子

心身共に健康でたくましい子ども
たくましい子・考える子・やさしい子

　「去華就実」は、明治 41年（1908 年）に発布された戊申詔書の中に出てくる「華を去り、実に就く」の漢語
表現であり、本学はこれを建学の精神としている。明治44年以来用いられている「就実」という校名もここか
ら来ている。
　この言葉には、外見の華やかさに心奪われるのでなく、内面の豊かさや知性、社会に貢献できる実践的な能
力などをまず身につけること、という高い志が込められている。

　「去華就実」の精神を全ての就実人の精神的規範とする。「去華就実」とは，外面的華美に走ることなく、実
質的・本質的な意味における人間性の豊かさに価値を置き、内面の充実に努めることによって、その実現を追
求してやまない能動的かつ創造的な精神の営為を意味する。

　「実地有用」の人材育成と、個性的で活力にあふれる大学の創造を目指す。
　教育・指導面では学生に最高度の満足をあたえ、研究面では着実な研究を推進し、その成果を社会にむけて
発信する。その目的達成のために最大限の努力を惜しまない。

１　 学生一人ひとりの個性を尊重しつつ、社会性をそなえた人材を育成する。
２　 学生一人ひとりの潜在能力を引き出し、人間性豊かな人材を育成する。
３　 学生一人ひとりの思いを大切にする。
４　 大学の諸活動には常に積極的かつ真摯に取り組む。
５　 地域社会の知の拠点としての立場を認識し、積極的に地域貢献に寄与する。
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